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１．2022 年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月 30日） 

(1) 連結経営成績（累計）                            （％表示は、対前年同四半期増減率） 

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する四半期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2022年３月期第２四半期 941,341 32.5 298,403 61.9 303,522 57.9 220,904 57.4 

2021年３月期第２四半期 710,526 △9.7 184,317 △12.5 192,243 △11.9 140,306 △15.0

(注)包括利益 2022年３月期第２四半期 318,232百万円(153.7%) 2021年３月期第２四半期 125,435百万円(△0.5%) 

1 株 当 た り 
四半期純利益 

潜在株式調整後
 1 株 当 た り 
四半期純利益 

円  銭 円  銭 

2022年３月期第２四半期 531.67 531.19 

2021年３月期第２四半期 337.47 337.35 

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1 株当たり純資産 

百万円 百万円 ％ 円  銭 

2022年３月期第２四半期 3,676,888 3,140,298 83.1 7,358.44 

2021年３月期 3,380,615 2,886,625 83.2 6,769.72 

(参考)自己資本 2022 年３月期第２四半期 3,056,464 百万円  2021年３月期 2,813,137 百万円 

２．配当の状況 

年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2021年３月期 － 110.00 － 140.00 250.00 

2022年３月期 － 150.00 

2022年３月期(予想) － 150.00 300.00 

(注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

３．2022 年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月 31日） 

（％表示は、対前期増減率） 

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 1,700,000 13.6 485,000 23.7 500,000 23.4 363,000 23.6 873.49 

(注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 

当資料に記載の業績見通し等の将来に関する記述は、現在入手している情報による判断及び仮定に基づいた記述
であり、リスクや不確実性を含んでいます。実際の業績等は、様々な要素によりこれら業績見通し等とは大きく
異なる結果となり得ることをご承知おき下さい。実際の業績等に影響を与え得る重要な要素には、当社及び当社
グループ会社の事業領域をとりまく経済情勢、市場の動向、対米ドルをはじめとする円の為替レートなどが含ま
れます。ただし、業績等に影響を与え得る要素はこれらに限定されるものではありません。 



 

※注記事項 

 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無 

  （連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有 

② ①以外の会計方針の変更        ： 無 

③ 会計上の見積りの変更         ： 無 

④ 修正再表示              ： 無 

（注）詳細は、添付資料 14 頁「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する 

注記事項（会計方針の変更）」をご覧下さい。 

 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む）  2022年３月期２Ｑ 416,662,793 株 

2021年３月期   416,662,793 株 

② 期末自己株式数    2022年３月期２Ｑ    1,294,464 株 

2021年３月期        1,115,572 株 

③ 期中平均株式数（四半期累計）      2022年３月期２Ｑ 415,487,937 株 

2021年３月期２Ｑ 415,765,898 株 

 

※四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

 

（問合せ先の電話番号について） 

 事務所移転に伴い、問合せ先の電話番号は、2021年 11 月８日から下記に変更となる予定であります。 

  （2021年 11月５日まで）TEL (03)3246-5051 

  （2021年 11月８日から）TEL (03)6812-2350 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 
 

当第２四半期連結累計期間（2021 年４月１日～９月 30日）において世界の経済は、５％という経済成

長率（ＧＤＰの伸び率）が示すように、引続き堅調に伸長しました。その一方で、主要な経済圏は岐路に

差し掛かったように見えます。国際通貨基金（ＩＭＦ）は今月発表した世界経済見通しで、「パンデミック

中の回復―健康上の懸念、供給混乱、物価圧力」と見出しに書きました。当社グループは、このような事

象に俊敏に対処しながら、事業を遂行してきました。今後とも、予断をもって当たることなく、従業員の

健康と安全を最優先に、高操業の維持と安定供給の確保、債権保全などの事業要件に注力し、顧客との意

思疎通を保ち、顧客にとって価値ある製品の開発を推進し、揺るぎない品質の製品を安定的に供給してい

きます。 

 

当第２四半期連結累計期間の業績は、次のとおりとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) ＲＯＩＣ（投下資本利益率） ＝ 
税引後営業利益

純資産 + 有利子負債 − 手持資金
 

ＲＯＩＣ、ＲＯＥ（自己資本純利益率）、ＲＯＡ（総資産経常利益率）の年換算は、それぞれ第２四

半期の税引後営業利益、親会社株主に帰属する純利益、経常利益を２倍して算出しております。 

 

※本資料において億円単位で記載している金額は、億円未満を切捨てにより表示しております。 

 

 

 

（億円）

４～６月 ７～９月

(32.5%)

2,308 

(61.9%)

1,141 

(57.9%)

1,113 

(57.4%)

806 

16.3％ 24.8％ 8.5ﾎﾟｲﾝﾄ

10.4％ 15.1％ 4.7ﾎﾟｲﾝﾄ

11.9％ 17.2％ 5.3ﾎﾟｲﾝﾄ

１株当たり

純 利 益 337円 532円 195円

中 間 配 当 金 110円 150円 40円

2021年４～９月の内訳

957

1,308

1,288

4,342

1,251

1,726

1,695

5,071売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

親会社株主に帰属
す る 純 利 益

４月～９月

ＲＯＡ（年換算）

ＲＯＥ（年換算）

ＲＯＩＣ（年換算）

1,843 

1,922 

増　減
２０２０年

1,403 

9,413 

2,984 

４月～９月

2,209 

7,105 

２０２１年

3,035 
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（億円）
売 上 高

2020年 2021年 2020年 2021年

４月～9月 ４月～９月 ４月～９月 ４月～９月

(65.0%) (3.2倍)

(14.7%) (12.6%)

(25.3%) (39.2%)

(13.3%) (44.3%)

(32.5%) (61.9%)
合        計 7,105 9,413 1,843 

電 子 材 料

機 能 材 料

加 工 ・ 商 事
・技術サービス

380 

63 

1,504 

470 

1,884

533

生活環境基盤
材 料 3,639 381 1,232

営 業 利 益

2,206 

増　減

1,433 

1,1872,924 
431 

3,355

1,141 2,308 

増　減

851 

132 

131 

32 

1,055 

2,984

104

464333 

72 

 セグメント別売上高と営業利益 

  

売上高 

9,413 億円 

営業利益 

2,984 億円 

加工・商事・ 

技術サービス 

6％ 

 

生活環境基盤材料  

38％ 

機能材料
20％ 

加工・商事・ 

技術サービス 

3％ 

 

生活環境基盤材料  

41％ 

機能材料 

16％ 

電子材料
36％ 

電子材料
40％ 
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生活環境基盤材料事業 

 
2020年 

4月～9月 

2021年 

4月～9月 

前年同期比 

増減率  
（億円）  （億円） （％） 

売 上 高 2,206 3,639 65.0  

営 業 利 益 381 1,232 3.2 倍  
 

塩化ビニルは、世界の旺盛な需要に支えられて製品価格の上昇が続きました。苛性

ソーダも６月以降市況が着実に改善しました。米国シンテック社をはじめとする全

拠点でフル操業するも、需要は供給力を上回りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 待望のシンテック社新設能力が来月稼働開始。 

 主要国での住宅不足や社会インフラへの財政投資を背景に、塩ビ樹脂に対する基礎的需要

は堅調。 

 中国におけるエネルギー規制“Dual Control (デュアル・コントロール)”の影響に注目。 

営業利益  

2,206

2,652

3,639 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

上半期 下半期 上半期

381

614

1,232 

0

300

600

900

1,200

1,500

上半期 下半期 上半期

億円 億円 

売 上 高  

２０２２年 
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電子材料事業 

 
2020年 

4月～9月 

2021年 

4月～9月 

前年同期比 

増減率  
（億円）  （億円） （％） 

売 上 高 2,924 3,355 14.7 

営 業 利 益 1,055 1,187 12.6 
 

不足が解消しないほど強さの続く半導体需要に対応すべく、半導体産業はフル操

業を継続しました。その中にあって、当社は半導体シリコン、フォトレジスト、マ

スクブランクス等の半導体材料を最大限出荷しました。希土類磁石にあっても、マ

レーシアでの操業制限を受けながらも、自動車、産業機器、ハードディスクほかの

用途向けに旺盛な需要に応えるべく、最大限の出荷を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  半導体材料需要の今後の増大に適時・綿密な対応。 

 益々高度化する技術要請に適合。 

 重希土類の大幅削減製品の展開と重希土類無使用磁石の開発。 

 カーボンニュートラルに向けた電動・駆動に不可欠な技術と素材の供給。 

営業利益  
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機能材料事業 

 
2020年 

4月～９月 

2021年 

4月～９月 

前年同期比 

増減率  
（億円）  （億円） （％） 

売 上 高 1,504 1,884 25.3 

営 業 利 益 333 464 39.2 
 

すべての用途と市場で需要が増大し、全生産拠点でフル操業を継続して最大限の

供給を行いました。その一方で、原材料価格の高騰に対処すべく一連の価格修正を実

施しました。 

 

 

  

 温室効果ガス削減に役立つ製品の拡充。 

 供給網の強靭化と供給力による差別化。 

 新規負極材がスマートフォン用リチウムイオン電池に採用、出荷を開始。 
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加工・商事・技術サービス事業 

 
2020年 

4月～９月 

2021年 

4月～９月 

前年同期比 

増減率  
（億円）  （億円） （％） 

売 上 高 470 533 13.3 

営 業 利 益 72 104 44.3 
 

半導体ウエハー関連容器の出荷は発送・納入用、工程内用ともに好調、自動車用入

力デバイスの出荷も堅調でした。当期８月、食品包装用塩ビラッピングフィルムの製

造・販売を事業とする株式会社キッチニスタを買収しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 半導体ウエハー関連容器及び塩ビ関連製品の価格改定に着手。 
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（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 
 

世界経済は、今月ＩＭＦが成長率予想を若干下方修正したとはいえ、今年全般として伸長すると見込ま

れています。その一方で、感染の揺れ戻し、供給の乱れ、労働力不足、インフレーションの進行などが、

前提の見直しを余儀なくする事態もありえます。そのような様々なリスク要因がある中で当社グループは、

全ての事業を伸ばすための取り組みを推し進めます。開発投資も緩めず、早期に実現させます。ROE、ROIC

については、収益を伸ばすことで向上を目指します。 

2022年３月期の連結業績予想につきましては、７月時点の発表と同様、以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※当資料に記載の業績見通し等の将来に関する記述は、現在入手している情報による判断及び仮

定に基づいた記述であり、リスクや不確実性を含んでいます。実際の業績等は、様々な要素により

これら業績見通し等とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おき下さい。実際の業績等に影響

を与え得る重要な要素には、当社及び当社グループ会社の事業領域をとりまく経済情勢、市場の

動向、対米ドルをはじめとする円の為替レートなどが含まれます。ただし、業績等に影響を与え得

る要素はこれらに限定されるものではありません。 

 

期末配当金につきましても、７月時点の発表と同様、第２四半期末配当金（150円）と同額の１株当たり

150円を予想しております。これにより、年間合計の配当予想は前期より50円増、７期連続増配の１株当た

り300円となります。 

 

 

 

 

 

 

 

（億円）

14,969 17,000 13.6%

3,922 4,850 23.7%

4,051 5,000 23.4%

2,937 3,630 23.6%

707円 873円 166円

250円 300円 50円

2022年３月期
予　想

１ 株 当 た り
年 間 配 当 金

売 上 高

前年同期比

１ 株 当 た り
純 利 益

2021年３月期
実　績

親 会 社 株 主 に
帰属する純利益

営 業 利 益

経 常 利 益
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 866,882 954,937

受取手形及び売掛金 343,896 -

受取手形、売掛金及び契約資産 - 422,654

有価証券 286,039 326,216

棚卸資産 365,032 387,247

その他 59,085 48,349

貸倒引当金 △6,028 △6,059

流動資産合計 1,914,909 2,133,345

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） 559,992 616,856

その他（純額） 605,156 621,873

有形固定資産合計 1,165,149 1,238,730

無形固定資産 8,922 10,727

投資その他の資産

投資その他の資産 293,815 296,289

貸倒引当金 △2,180 △2,204

投資その他の資産合計 291,635 294,085

固定資産合計 1,465,706 1,543,543

資産合計 3,380,615 3,676,888

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 125,410 143,293

短期借入金 11,768 8,902

未払法人税等 48,049 57,226

引当金 4,370 4,226

その他 173,648 178,610

流動負債合計 363,246 392,259

固定負債

長期借入金 15,986 19,445

退職給付に係る負債 41,456 44,033

その他 73,300 80,850

固定負債合計 130,743 144,329

負債合計 493,990 536,589

純資産の部

株主資本

資本金 119,419 119,419

資本剰余金 128,954 129,087

利益剰余金 2,616,081 2,776,156

自己株式 △12,612 △16,683

株主資本合計 2,851,842 3,007,980

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 25,027 29,081

繰延ヘッジ損益 △2,703 △306

為替換算調整勘定 △58,618 21,766

退職給付に係る調整累計額 △2,409 △2,056

その他の包括利益累計額合計 △38,704 48,483

新株予約権 2,014 2,876

非支配株主持分 71,473 80,958

純資産合計 2,886,625 3,140,298

負債純資産合計 3,380,615 3,676,888
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

売上高 710,526 941,341

売上原価 452,548 554,715

売上総利益 257,978 386,625

販売費及び一般管理費 73,660 88,222

営業利益 184,317 298,403

営業外収益

持分法による投資利益 2,419 3,325

その他 10,589 3,800

営業外収益合計 13,009 7,125

営業外費用

支払利息 392 446

固定資産除却損 865 804

その他 3,825 754

営業外費用合計 5,083 2,006

経常利益 192,243 303,522

税金等調整前四半期純利益 192,243 303,522

法人税、住民税及び事業税 47,339 73,253

法人税等調整額 2,692 1,433

法人税等合計 50,032 74,687

四半期純利益 142,211 228,835

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,905 7,931

親会社株主に帰属する四半期純利益 140,306 220,904

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

四半期純利益 142,211 228,835

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 5,252 4,035

繰延ヘッジ損益 1,480 2,395

為替換算調整勘定 △23,752 82,210

退職給付に係る調整額 281 351

持分法適用会社に対する持分相当額 △38 403

その他の包括利益合計 △16,776 89,396

四半期包括利益 125,435 318,232

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 124,178 308,092

非支配株主に係る四半期包括利益 1,256 10,139

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 192,243 303,522

減価償却費 65,597 75,649

受取利息及び受取配当金 △7,715 △2,634

売上債権の増減額（△は増加） 6,039 △75,023

棚卸資産の増減額（△は増加） △6,358 △7,581

仕入債務の増減額（△は減少） △31,077 14,581

その他 4,698 20,457

小計 223,428 328,971

利息及び配当金の受取額 9,806 4,398

利息の支払額 △379 △391

法人税等の支払額 △52,273 △66,829

営業活動によるキャッシュ・フロー 180,581 266,148

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 153,496 △7,169

有価証券の純増減額（△は増加） △26,566 △48,069

投資有価証券の取得による支出 △959 △1,056

投資有価証券の売却及び償還による収入 2,766 213

有形固定資産の取得による支出 △112,738 △104,001

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
- △3,552

その他 △470 △911

投資活動によるキャッシュ・フロー 15,527 △164,547

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △154 △699

長期借入れによる収入 1,187 2,420

長期借入金の返済による支出 △194 △2,335

自己株式の取得による支出 △10,638 △5,938

配当金の支払額 △45,744 △58,176

その他 741 2,744

財務活動によるキャッシュ・フロー △54,802 △61,985

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5,860 13,495

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 135,446 53,112

現金及び現金同等物の期首残高 745,125 801,596

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 - 64

現金及び現金同等物の四半期末残高 880,572 854,774

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 
 

（継続企業の前提に関する注記）  

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）  

該当事項はありません。 

 

 （会計方針の変更） 

    （収益認識に関する会計基準等の適用） 

       「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29号 2020 年 3月 31日。以下「収益認識会

計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財またはサービス

の支配が顧客に移転した時点で、当該財またはサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で

収益を認識することといたしました。 

       収益認識会計基準等の適用については収益認識会計基準第 84 項ただし書きに定める経過的

な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用し

た場合の累積的影響額を、第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残

高から新たな会計方針を適用しております。この結果、利益剰余金の当期首残高は 2,133 百万

円減少しております。 

また、収益認識会計基準等の適用が当第２四半期連結累計期間の売上高、売上総利益、営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。 

       収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」

に表示していた「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より、「受取手形、売掛金

及び契約資産」に含めて表示することといたしました。なお、収益認識会計基準第 89-２項に定

める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法による組替えは行って

おりません。 

 

     （時価の算定に関する会計基準等の適用） 

       「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第 30号 2019年７月４日。以下「時価算定

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第 19項

及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第 10 号 2019 年７月４日）第 44-２項に定

める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたっ

て適用することといたしました。これによる、四半期連結財務諸表への影響はありません。 
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（セグメント情報） 

① 報告セグメントの概要 

当連結会計年度より、報告セグメントを変更いたします。この変更により、当社事業の目指すと

ころがより明瞭になり、また事業が向き合い貢献していく市場や産業により相応した報告になりま

す。尚、セグメントを構成する事業単位は、それぞれで分離された財務情報が入手でき、意思決定機関に

おいて、経営資源の配分決定や業績評価のために定期的に検討を行う対象です。新しい報告セグメン

トの各セグメントに属する主要製品及びサービスは、下記の通りです。 

 
 

セ グ メ ン ト 主 要 製 品 ・ サ ー ビ ス 摘  要 

生 活 環 境 基 盤 

材 料 事 業 

塩化ビニル樹脂、か性ソーダ、 
メタノール、クロロメタン、ポバール 

環境負荷を押えてインフラ
及び生活を支える。 

電 子 材 料 事 業 
半導体シリコン、希土類磁石(電子産業用・一般用)、

半導体用封止材、ＬＥＤ用パッケージ材料、 

フォトレジスト、マスクブランクス、合成石英製品 

電子・光・磁気をより良

く、至る所で応用するた

めの材料技術を提供す

る。 

機 能 材 料 事 業 
シリコーン、セルロース誘導体、金属珪素、 
合成性フェロモン、塩ビ・酢ビ共重合樹脂、 
液状フッ素エラストマー、ペリクル 

求められるより良い機能を

多岐に亘り提供する。 

加 工 ・ 商 事 

・技術サービス事業 
樹脂加工製品、技術・プラント輸出、 

商品の輸出入、エンジニアリング 

材料の応用とエンジニア

リングの活用で課題解決

に応える。 
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② 報告セグメントの売上高、利益（又は損失）に関する情報 

(1)当第２四半期連結累計期間（自 2021 年４月１日 至 2021年９月 30日）         

   

（単位：百万円） 

 報告セグメント 

調整額 

(注) 

連結財務諸表

計上額  
生活環境基盤

材料事業 
電子材料事業 機能材料事業 

加工・商事・ 

技術サービス 

事業 

計 

売上高        

 外部顧客への 
売上高 

363,994 335,553 188,469 53,323 941,341 － 941,341 

 セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

3,535 3,452 10,300 51,053 68,342 (68,342) － 

計 367,530 339,006 198,769 104,377 1,009,683 (68,342) 941,341 

セグメント利益 

(営業利益)  
123,226 118,772 46,450 10,423 298,873 (470) 298,403 

（注）セグメント間取引消去によるものです。 

    

 

(2)前第２四半期連結累計期間（自 2020 年４月１日 至 2020年９月 30日）  

 （※）変更後の報告セグメントの区分に基づき作成しております。          
 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 

調整額 

(注) 

連結財務諸表

計上額  
生活環境基盤

材料事業 
電子材料事業 機能材料事業 

加工・商事・ 

技術サービス 

事業 

計 

売上高        

 外部顧客への 
売上高 

220,618 292,438 150,407 47,061 710,526 － 710,526 

 セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

2,554 2,521 8,502 60,394 73,972 (73,972) － 

計 223,173 294,960 158,909 107,455 784,499 (73,972) 710,526 

セグメント利益 

(営業利益)  
38,178 105,526 33,376 7,225 184,307 10 184,317 

（注）セグメント間取引消去によるものです。 
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(補足資料)

１．四半期業績の推移

（億円）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 第１四半期 第２四半期

2020年 2020年 2020年 2021年 2021年 2021年

4-6月 7-9月 10-12月 1-3月 4-6月 7-9月

3,593 3,511 3,798 4,064 14,969 4,342 5,071 9,413

1,137 1,068 1,253 1,399 4,858 1,571 2,068 3,639

1,444 1,480 1,490 1,541 5,956 1,611 1,744 3,355

774 729 797 841 3,142 916 968 1,884

236 233 257 282 1,010 243 289 533

909 933 1,007 1,071 3,922 1,288 1,695 2,984

195 185 254 359 996 441 791 1,232

518 536 530 475 2,060 567 620 1,187

162 170 181 192 707 227 237 464

30 41 42 48 163 53 50 104

952 970 1,008 1,120 4,051 1,308 1,726 3,035

693 709 730 804 2,937 957 1,251 2,209

123 121 129 137 512 140 133 273

2,649 2,581 2,817 3,022 11,071 3,271 3,937 7,209

74% 74% 74% 74% 74% 75% 78% 77%

2022年３月期

営業利益

機能材料

加工・商事・
技術サービス

2021年３月期

電子材料

生活環境基盤材料

売上高　

通期 上半期

連結売上高に
占める割合

生活環境基盤材料

経常利益

加工・商事・
技術サービス

機能材料

海外売上高

研究開発費

親会社株主に帰属する
当期純利益

電子材料
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２．設備投資額と減価償却額 四半期推移 セグメント別実績及び年間予想 
 

 

 

 

 

 

（億円）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 第１四半期 第２四半期

2020年 2020年 2020年 2021年 2021年 2021年

4-6月 7-9月 10-12月 1-3月 4-6月 7-9月

527 582 636 541 2,288 467 517 985

272 247 249 264 1,034 157 204 361

171 255 270 187 884 216 201 417

70 75 110 86 342 83 89 173

16 7 6 10 41 12 26 38

311 344 371 410 1,438 352 403 756

92 112 115 122 443 115 127 243

138 148 167 190 645 153 189 343

70 72 78 87 308 75 77 153

10 11 11 12 45 9 10 19

生活環境基盤材料

電子材料

機能材料

加工・商事・
技術サービス

加工・商事・
技術サービス

減価償却費

生活環境基盤材料

電子材料

機能材料

2021年３月期

通期

設備投資額

2022年３月期

上半期

 年間予想

2,200

1,600

設 備 投 資 額

減 価 償 却 額

2022年３月期

（億円）

予　想
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３．その他決算主要項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

４．貸借対照表 前期末比増減の内訳 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（億円） 

（億円）

27,932 31,402 28,866 

32,490 36,768 33,806 

6,556円 7,358円 6,770円

239 283 277 

23,218人 24,304人 24,069人

108.3 107.7
  （US$）  4-9月平均 106.9 109.8

有 利 子 負 債 残 高

期 末 従 業 員 数

９月末 ９月末

純 資 産

総 資 産

1 株 当 た り 純 資 産

第２四半期 第２四半期
２０２２年３月期２０２１年３月期

為替ﾚｰﾄ ： 1-6月平均

(注)  1-6月平均の為替レートは、海外子会社の損益を連結する際に使用しました。

２０２１年３月末

海外子会社
換算レート差
による影響

実質増減
海外子会社

換算レート差
による影響

実質増減

19,149 21,333 2,184 471 1,713 3,632 3,922 290 62 228

現 金 ・ 預 金 8,668 9,549 881 283 598
支 払 手 形
買 掛 金 1,254 1,432 178 27 151

受 取 手 形
売 掛 金 3,438 4,226 788 101 687 短 期 借 入 金 117 89 △28 4 △32

有 価 証 券 2,860 3,262 402 1 401 未払法人税等 480 572 92 5 87

棚 卸 資 産 3,650 3,872 222 81 141 そ の 他 1,780 1,828 48 26 22

そ の 他 530 422 △108 5 △113 1,307 1,443 136 58 78

4,939 5,365 426 120 306

14,657 15,435 778 518 260 28,518 30,079 1,561 0 1,561

11,651 12,387 736 497 239 △387 484 871 838 33

89 107 18 2 16 734 838 104 31 73

2,916 2,940 24 19 5 28,866 31,402 2,536 869 1,667

33,806 36,768 2,962 989 1,973 33,806 36,768 2,962 989 1,973

無形固定資産
新 株 予 約 権
非支配株主持分

投資その他の
資 産

純 資 産 合 計

資 産 合 計
負債･純資産
合 計

固 定 負 債

負 債 合 計

固 定 資 産 株 主 資 本

有形固定資産
その他の包括
利 益 累 計 額

２０２１年
９月末

前期末比

内訳 内訳

流 動 資 産 流 動 負 債

２０２１年
３月末

２０２１年
９月末

前期末比
２０２１年

３月末
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２０１３年
３月期

２０１４年
３月期

２０１５年
３月期

２０１６年
３月期

２０１７年
３月期

２０１８年
３月期

２０１９年
３月期

２０２０年
３月期

２０２１年
３月期

２０２２年
３月期

上半期  50円  50円  50円  55円  60円  65円  100円 110円 110円 150円

年間 100円 100円 100円 110円 120円 140円  200円 220円 250円 300円

1株当たり

当期純利益
年間 248.9円 267.2円 302.0円 349.5円 412.9円 624.3円 726.0円 755.2円 706.8円 873.5円

配当性向 年間 40.2% 37.4% 33.1% 31.5% 29.1% 22.4% 27.5% 29.1% 35.4% 34.3%

配当金

(億円)

生活環境
基盤材料

電子材料 機能材料
加工・商事・
技術サービス

連結

国内で
生産 364 2,432 1,008 367 4,172

海外で
生産 1,841 492 495 102 2,932

計 2,206 2,924 1,504 470 7,105

国内で
生産 541 2,631 1,176 381 4,731

海外で
生産 3,098 724 707 151 4,682

計 3,639 3,355 1,884 533 9,413

２０２１年
４月～９月

２０２０年
４月～９月

５.配当金の推移 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．生産拠点別セグメント売上高 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上半期配当

 

年間配当

 
円/株 

150 

※ 予想 

300 

（予想） 

※ 

※ 

※ 
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(億円)

日本 米国 欧州 その他 計 連結

うち、中国

 26%  22%  35%  10%  10%  7%  74%

1,873 1,556 2,475 733 737 461 5,231 7,105

 26%  24%  33%  10%  10%  7%  74%

2,023 1,876 2,645 784 789 528 5,840 7,863

 26%  23%  34%  10%  10%  7%  74%

3,897 3,432 5,121 1,517 1,526 990 11,071 14,969

 23%  27%  31%  9%  10%  9%  77%

2,204 2,549 2,928 835 901 829 7,209 9,413

（注）％は連結売上高に占める割合を示しています。

海外

アジア・オセアニア

２０２１年３月期
上半期

（４月～９月）

２０２２年３月期
上半期

（４月～９月）

２０２１年３月期
下半期

（１０月～３月）

２０２１年３月期
年間

ＵＳ＄ （円/$） ＥＵＲ （円/€）

１～６月 ４～９月 １～６月 ４～９月

７～12月 10～３月 ７～12月 10～３月

１～３月 108.9 120.1

４～６月 107.6 118.5

７～９月 106.2 124.1

10～12月 104.5 124.5

１～３月 105.9 127.7

４～６月 109.5 132.0

７～９月 110.1 129.8

※１～６月平均為替レートは海外子会社の損益を連結する際に使用しております。

107.7

109.8

105.4 124.3

130.9

106.9

106.1

121.3

2021年

３ヵ月の
トレンド
(ご参考)

６ヵ月 １２ヵ月 ３ヵ月の
トレンド
(ご参考)

６ヵ月 １２ヵ月

１～12月 ４～３月 １～12月 ４～３月

129.8

2021年10月以降の会社想定レート

US$

110円/＄

EUR

130円/€

123.7

105.2 126.1

2020年

108.3

106.8

119.3

121.8

７．市場別売上高 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．平均為替レートの推移 
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９．トピックス 

 

 
 

 

 

 

○プレスリリース（2020年10月 ～ 2021年10月）

2020年10月 フォトレジストの生産能力増強を発表（直江津、台湾）

2020年11月 ゴム成形品の軽量化を実現する成形用シリコーンゴムを開発

2020年12月 ５Ｇ向け熱硬化性低誘電樹脂「SLKシリーズ」の量産化投資を発表

2021年 1月 電気自動車・ハイブリッド自動車向けの放熱用シリコーン材料を開発

2021年 1月 シンテック社の塩ビの生産能力増強を発表（アメリカ）

2021年 1月 塩化ビニル樹脂の値上げを発表（国内向け）

2021年 3月 シリコーン製品の値上げを発表

2021年 5月 パーソナルケア用の新規揮発性シリコーンオイルを開発

2021年 6月 塩化ビニル樹脂の値上げを発表（国内向け）

2021年 7月 シリコーン事業の温室効果ガス排出量削減に資する投資を発表

2021年 8月 シリコーン製品の値上げを発表

2021年10月 か性ソーダの値上げを発表（国内向け）

2021年10月 マイクロLEDディスプレイ用一貫プロセスを提案（移送部品、製造装置）

2021年10月 塩化ビニル樹脂の値上げを発表（国内向け）

★上記リリースの詳細につきましては、当社ホームページをご覧ください。http://www.shinetsu.co.jp/jp/news/

○「Top 100 グローバル・イノベーター2021」を今年も受賞

クラリベイト社（旧トムソン・ロイター）が毎年、独創的な発明を知的財産権によって保護

し、事業化を成功させている企業や機関を選出しています。選考は特許の「成功率」、「グ

ローバル性」、「引用における特許の影響力」をもとに同社が独自に行っています。当社は

この賞が創設されて以来１０年連続で受賞しています。

１００社中、１０年連続受賞は２９社で化学分野は３社。当社はその１社です。
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１０．主な設備投資 

 

 
 

 

 

武生 

※ 

江蘇 

台湾 直江津 

※ 

※ 順次立ち上げ  
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